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植物油採用でＣＯ２排出量は10分の1に！
火災リスクも軽減する三菱電機の変圧器がスゴい

三菱電機は植物油を採用することで環境負荷を軽減した電力用変圧器「ＭＥＬＣＯＲＥ−ＮＥＯ（メルコア・

ネオ）」を２０１７年に発売した。政府が５０年までのカーボンニュートラル（温室効果ガス排出実質ゼロ）

目標を掲げたことで、環境配慮型製品への注目が高まっている。系統変電システム製作所赤穂工場変圧器製造

部内鉄設計課の西村亮岐専任に開発の狙いなどを聞いた。（大阪・園尾雅之）

―植物油を採用した変圧器の特徴は。

「一般的な変圧器は、巻線と鉄心の絶縁性を維持したり冷却したりするための絶縁油に鉱油が使われる。鉱油

に代わり大豆油を使える変圧器を開発した。使用済みの油を焼却処分する際、二酸化炭素（ＣＯ２）が排出さ

れる。それを大豆が育つ時の光合成によって吸収されるＣＯ２と差し引きする。その結果、ＣＯ２排出量は鉱

油と比べて９割も削減できる。また、引火点が３３０度Ｃと高く、火災のリスクも低減できる」

―どのような現場に適していますか。

「鉄道用の変圧器は田園地帯などに設置されることも多い。大豆油は生分解性が高いので、流出した場合でも

水質への影響を最小限に抑えられる。老朽化設備の更新需要に合わせて提案する。データセンターや病院な

ど、防火性が要求される現場にも適している」

―普及拡大にあたっての課題は何ですか。

「大豆油は精製の手間を考慮すると、まだ鉱油に比べて高コストだ。今後、流通量が増えれば単価も下がるだ

ろう。海外から調達しているためグローバルの調達網が遮断されるリスクも多少あるが、国内にもある程度の

在庫はある。その上で、認知度を高めて拡販につなげたい」

―今後の展開は。

「再生可能エネルギーの発電所は自然に近い場所に設置するので、その場合は変圧器にも環境配慮が求められ

る。東京五輪関連施設も含めた納入実績があり、２１年３月期中には累積出荷台数が３０台を突破する見通し

だ。実績としては容量３０メガボルトアンペア（メガは１００万）が最大だが、顧客の要望に応じて５０メガ

ボルトアンペア、６０メガボルトアンペアなどもラインアップしたい」
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オイル塗布いらず！潤滑油少しずつが染み出る樹脂部品

福井精機工業（大阪市大正区、清水一蔵社長、０６・６５５２・０１１５）は、超高分子ポリエチレン内に保

持した潤滑油が少量ずつ染み出す樹脂部品「ＣｉＢｓ（キッブス）」を開発し、受注を始めた。あらかじめ部

品に練り込むことでオイル塗布の必要がなくなる。機械のメンテナンス頻度を低減でき、自動化に寄与する。

初年度に数十件の受注を目指し、「５年後に年１億円の事業に育てる」（清水社長）考えだ。

超高分子ポリエチレンは耐摩耗性が高い利点を持つが、溶融しにくく成形が難しい。福井精機は独自の加工技

術で、潤滑油を長期間保持できる部品の成形に成功した。使用する油の種類や樹脂の形状は顧客の要望に応じ

る。食用油を練り込むことも可能で、食品加工工場の機械用部品などへの応用にも向く。

同部品の生産はこれまで顧客の求めに応じて個別に対応してきたが、保持できる油の種類などのノウハウを蓄

積できたため自社製品として広く販売する。

受注後１カ月程度で納品可能。清水社長は「コストを極力下げ、スピーディーに試作開発して自動化需要に対

応したい」と話す。


